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平成２１年度

鹿児島市学校教育研究大会

研究実践のまとめ

平成２１年２月

鹿児島市立宮川小学校

１ 研究テーマ

「子どもに基礎的・基本的力をつける算数科学習

指導はどうあればよいか」 ～３／３年次～

２ 研究主題設定の理由

これまで本校は，算数科の「数と計算」領域を通して，基礎的・基本的学力の定着と

学習意欲の向上について実践を通して研究を深め，一定の成果をあげることに成功した。

しかし，ここ数年の学力調査や児童の実態の分析から，算数科の他領域においても基

礎的・基本的な力が不十分であることが明らかになった。計算・処理する力が身につい

ているにも関わらず，それを他の領域に生かすことができずにとまどっている児童も多

い。特に，図形領域においては，ものの形を観察したり構成したりする力が不足し，基

本的な図形についての理解が十分とはいえない。具体的な課題として以下のものがあげ

られる。

・ 基本的な図形（長方形・正方形・直角三角形など）の理解

・ 図形の構成要素（頂点・辺・面など）の理解

・ 角の概念形成

・ 定規やコンパスでの正確な作図。

・ 分度器での角度測定。

・ 前後，左右，上下の空間感覚の育成。

また，児童の日常生活を振り返ってみると，コンピュータやインターネットなどの情

報技術の発展の結果，情報を大量且つ簡便に得ることができるようになった反面，情報

の一部分のみを捉えて事物の全体と判断してしまいがちであったり，コンピュータグラ

フィックスなど仮装空間での疑似体験に終始・満足して実体験をおざなりにしてしまっ

たりするなど，遊びや暮らしの中で実際にものの形を観察したり，構成したりする経験

が不足している。

そこで，図形領域に焦点を当て，これまで培ってきた算数科の研究をより深め広げて

いくことにした。児童自身が身につけるつけるべき基礎的・基本的な内容を吟味し，作

業・体験的な活動を効果的に取り入れ，個に応じた学習指導の工夫・改善を研究するこ

とで，児童は豊かな理解と技能，数学的思考を意欲的に身につけることができると考え，

本主題を設定した。
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３ 研究の仮説

算数の基礎的・基本的事項を押さえた算数的活動や指導法を吟味・工夫し，実態に

応じた個への支援を講ずるならば，意欲的な学習が行われ，図形や量に関する豊かな

感性が培われるとともに測定に関する理解が深められ，技能が高まるのではないか。

４ 研究の内容

（１） １単位時間の中で確実に目標とする学習事項を定着させるための手立て

① 算数科学習指導要領、単元・題材の目標，内容，指導事項の分析

算数科学習指導要領に乗っ取って，単元・題材の目標を明確にし，指導内容と

指導事項を精選した上で位置づけていく。

② 各学年の基礎・基本事項の整理

図形領域・量と測定領域，それに伴う数と計算領域の基礎・基本事項の整理と

追加（移行内容）を行う。

基礎とは・・・・ 既習内容

基本とは・・・・ これから学習して身に付けていく内容

③ 図形の理論的意味づけ、便利さやよさの分析

図形の定義を明確にし，図形の特性を生かした便利さやよさを味わわせ，日常

生活や他領域・学習に生かすための指導方法を改善する。

④ 図形領域の基礎基本の一覧作成

図形領域・量と測定領域，それに伴う数と計算領域の基礎・基本事項を整理・

追加（移行内容）し，一覧表を作成する。

（２） 実態をもとにした個に応じた支援の継続

① 児童の実態把握と分析

児童の実態を把握するための実態調査のあり方や実態調査の生かし方を研究

し生かして行く。

② 個別指導の時間の確保

「調べる」「練り上げる」過程において個別指導の時間を確保するとともに「ま

とめる」過程においても評価規準に即した評価問題を実施し，個別指導を行う。

③ 教材教具、学習具の工夫（理論研究班・授業研究班）

指導内容や指導方法等に応じた教材や教具を工夫・改善し，児童が使用する学

習具についても工夫していく。

④ 指導と評価の一体化

診断的評価・形成的評価・総括的評価を通して，指導に生かしていく

・ 診断的評価・・・ 個々の実態を把握し，指導計画や指導方法などに生かす。

・ 形成的評価・・・ 授業を展開する中で，評価をもとに弾力的に指導してい

く。

・ 総括的評価・・・ 次の単元や題材に生かすとともに，個別指導や家庭学習

に生かしていく。

（３） 効果的で能率的な算数的活動の吟味・工夫の継続

① 各学年の内容に応じた算数的活動

指導内容や実態に応じた算数的活動を吟味し，児童が目的意識をもって主体

的に活動できるようにする。
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② 算数用具（学習具）の使い方

学習具の使用方法や用途を具体的に指導し，使いこなすことができるように指

導する。

③ 日常生活や他教科等と関連を図る教材開発（全指導者）

意識の連続性を図るための教材を開発し，日常生活や他教科を関連を図る。

（４） 系統性や発達段階に応じた指導法の具体（全学年を通しての理論・技法など）

① 系統の明確化

各領域の系統（特に図形）を明らかにし，実態に応じた指導をしていく。

② 発達段階に応じた指導

各学年，学級，個々の発達段階に応じた指導をしていく。

５ 研究の方法

（１） 校内研究組織

校 長

教 頭

研究推進委員会

学年部研修（低・中・高学年部）

（２） 各組織の役割

研 ○ 実態を基にし理論や手段・方法などを研究し，学年部に提案する。

究 ・ 研究推進委員長を置き，研修係と調整し校内研修を進める。

推 ・ 推進委員会の中に，理論研究班・授業研究班・調査環境整備班を置く。

進 ・ 各学年より１名研究推進委員を選出する。

委 ・ 月に２回程度，研究推進委員会をもつ。

員

会

学 ○ 研究推進委員会の提案を受けて，実践・検証する。

年 ・ 学習指導案を作成し，研究授業を行う。

部 ・ 学年別研修を行い，学習具や教材を開発作成する。

研 ・ 実践を中心にした研修を進め，成果や課題を蓄積する。

修

（３） 校内研修の流れ

研究推進委員会
理論研究班の主な活動内容 授業研究班の主な活動内容 調査環境整備班の主な活動内容

○ 算数科の学習指導要領，○ 学習問題の明確化，学 ○ 実態把握と分析

単元の目標，内容，既習 習過程の改善 ○ 教材選定，教具，学習具
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事項などの分析 ○ 学習形態の工夫，ノー の工夫

○ 各学年部の基礎・基本 ト指導のあり方 ○ 一斉指導の中における個

事項の整理 ○ 評価方法の工夫 別指導のあり方

○ 図形の理論的意味づけ，○ 補充発展学習のあり方 ○ 個に応じた個別指導方法

便利さやよさの分析 ○ 学習具の使 わせ方の のあり方

○ 図形領域の基礎・基本 工夫 ○ 日常生活と関わりのある

の一覧作成，検討，改善 ○ 定義や構成要素などを 学習素材の発掘

○ 先行研究の分析 確実に押さえる学習指導 ○ 学習環境の整備

方法の工夫

研究提案 実践内容報告 提 案

○ 仮説を検証するための授業単元の選定，研究授業の実施 ・ 研究授業に

○ 学年別研修の実施・成果と課題のまとめ おける仮説検

証のための視

提案 点設定。

全 体 ○ 指導案検討 ・ 授業研究の

研 修 ○ 仮説検証のための手立てや視点の確認 運営と役割分

担

再検討

最終検討・確認・調整

指導案完成・準備・最終確認 成果と課題の分析

研究授業・授業研究

６ 図形領域のねらいと内容の概観

（１） 領域のねらい（学習指導要領Ｐ４０）

この領域では，平面図形と立体図形の意味や性質について理解し，図形につい

ての感覚を豊かにするとともに，図形の性質を見いだしたり説明したりする過程

で数学的に考える力や表現する力を育てることを主なねらいとしている。

図形についての感覚としては，ものの形を認める感覚や，形の特徴をとらえた

り性質を見つけたりする感覚などがある。図形についての観察や構成などの活動

を通して，図形についての感覚を豊かにすることが大切である。

（２） 内容の概観（学習指導要領Ｐ４１）

各学年の主な内容を整理してみると，次の表のようになる。

学年 図形についての理解 図形を構成する要素 図形の見方や調べ方

第１ ・ 身の回りにあるもの ・観察や構成などの活動

学年 の形 ・前後，左右，上下など

の言葉

・ 三角形，四角形 ・ 直線，直角，頂点，・観察や構成などの活動
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第２ ・ 正方形，長方形，直 辺，面 ・構成要素に着目する

学年 角三角形 ・辺の長さを調べる

・ 箱の形をしたもの ・直角に着目する

・ 二等辺三角形，正三 ・ 角，中心，半径， ・観察や構成などの活動

第３ 角形 直径 ・構成要素に着目する

学年 ・ 円，球 ・辺の長さを比べる

・角の形に着目する

・ 平行四辺形，ひし形， ・ 対角線，平面 ・観察や構成などの活動

第４ 台形 ・直線などの平行や垂直

学年 ・ 立方体，直方体 の関係

・見取図や展開図をかく

・ものの位置を表す

・ 多角形や正多角形 ・ 底面，側面 ・観察や構成などの活動

第５ ・ 角柱や円柱 ・図形の合同

学年 ・図形の性質を見いだす

・直径と円周の関係（円

周率）

・見取図や展開図をかく

・観察や構成などの活動

第６ ・縮図や拡大図

学年 ・対称な図形（線対称，

点対称）

７ 研究の実際

【本校の研究仮説】

算数の基礎的・基本的事項をおさえた算数的活動や指導法を吟味・工夫し，

実態に応じた個への支援を講ずるならば意欲的な学習が行われ，図形や量に関

する完成が培われるとともに測定に関する理解が深められ，技能が高まるので

はないか。

（１） 仮説にかかわる検証授業 資料１（第５学年算数科学習指導案）

資料２（第３学年算数科学習指導案）

① 第５学年の研究仮説

図形の定義を導き出すために，視覚と触覚で感性を揺さぶる図形の操作活動

を工夫した算数的活動を効果的にとりいれるとともに，個に応じた個別支援を

適切に行えば，児童は，意欲的に学習に取り組み，図形のもつ特性やおもしろ

さを味わいながら，基本的事項を習得できるのではないか。

主な成果と課題

ア 成果

・ 児童が具体物を用いた算数的活動を行うことで，対角線の認識を深めるこ

とができた。また，竹ひごを使うことで，図形の特性を感覚的に身に付ける
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ことができた。

・ ペアでの学習を取り入れることで，子ども同士の学び合いの場ができ，意

欲的に学習することができた。また，個別支援を行うことで子ども同士の活

動に深まりがでてきた。

イ 課題

・ 自分なりの意見や考え方に，根拠を明確にした内容が加わるとさらに深ま

りのある学習になったのではないか。

・ 今後更に活用を図る教材を工夫していくことが求められる。

② 第３学年の研究仮説

算数的活動を通して，図形の定義や性質を明らかにし，個に応じた支援を講

ずるならば，既存の図形概念を拡張し，基本的な図形の理解が深められるので

はないだろうか。

主な成果と課題

ア 成果

・ 児童一人一人が図形を折ったり，重ねたりする算数的活動を行うことで，

図形の定義や性質を発見し，確認することができた。

・ 練り上げの段階で児童同士が意見を交換させ交流させることで，自分の意

見に自信をもち，発表することができた。

イ 課題

・ 算数科の中でどのように言語活動を充実させていけばよいか。

・ 直接比較ができないものをどのように指導していくか。

（２） 研究内容について

① 図形領域の基礎基本の一覧表作成

（系統図に記載：第５・３学年については資料１・２参照）

（全学年の一覧表は，移行措置により非常に煩雑なため省く）

各学年の図形領域の基礎基本を整理し明確にすることで，児童がどこでつまず

いているのか，何が身についていないのか等を把握し，指導に役立てる。また，

事前に予想することにより，授業における発問や課題提示を工夫することができ

ると考える。

② 実態をもとにした個に応じた支援の継続

児童には定着の度合いに個人差があるため事前に実態を把握し，理解が薄い児

童には個別指導を行う。個別指導では，事前に実態調査をし，どこでつまずいて

いるのか。なぜつまずいているのかを分析し，１単位時間の中で個別指導を行う

ようにしている。しかし，１単位時間の中での指導が困難な場合は，家庭学習と

連携を図ったり，朝の計算タイムで指導をしたりして，時間を確保している。

また，教材や教具を実態に応じた工夫をすることで理解を促している。

指導と評価の一体化については全職員で共通理解を図り，評価のための評価に

ならないよう，授業に生かした。（資料３）
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【具体物を用いて個別支援】

③ 効果的で能率的な算数的活動の吟味・工夫の継続

算数的活動は，授業で児童が主体的に取り組む活動を取り入れるようにしてい

る。以前のような「具体物を用いた算数的活動」以外にも，学習内容にあった様

々な活動を取り入れている。具体的には，数量や式だけを使った解決から，図に

したり，言語化したり文章にしたりすることで意味を十分に理解させることがで

きるようになってきた。

【具体物を用いた算数的活動】

④ 系統や発達段階に応じた指導法の具体

理解の不十分な児童には，段階に応じて系統性のある「ヒントカード」や「ヒ

ントコーナー」を設置して，なるべく自力解決できるように支援を行った。また，

理解の早い児童には，チャレンジプリントなどを進んで取り組むことができるよ

うにし，学習意欲の持続化と理解の深化を促すようにした。

【ヒントカードとヒントコーナー】
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⑤ その他の取り組み

各学年の廊下に算数コーナーを設置し，子供たちが自ら算数プリントを取り，

学習に励める環境を整備した。休み時間や計算タイム等に各自段階に合ったプリ

ンとをすることで，意欲の向上と学習内容の定着を図ることができた。

また，階段を利用し，計算問題に取り組むことで，計算力の向上を図ることが

できた。

【算数コーナー】 【階段利用】

８ 成果と課題

（１） 成果

・ 教材教具，学習具などを吟味・工夫することで，子どもたちが意欲的に学習に

取り組み，理解が深まった。

・ 実態に応じた指導を行うために個別指導計画を明確にしておくことで，１単位

時間の中での指導時間を確保でき，適切な指導ができた。

・ 図形領域の詳細な系統図（指導事項を示した物）を作成しておくことで，発達

段階に即した指導をすることができた。

・ 各学年の系統表を作成したことで，基礎・基本を明確にした授業が展開される

ようになった。

・ ペア学習における子ども同士の意見交換を繰り返し行うことで，指摘し合う学

習から，考えの違いや共通点を見いだそうとする姿が見られるようになった。

（２） 課題

・ 図形領域で学習したことを，次の図形領域での学習に生かそうとする姿が見ら

れない。今後は既習事項を生かした学習の展開を意識付けるために，実態調査後

に既習事項定着の取り組みをしていく必要がある。

・ 理解が根拠を明確にしたもになっていない場合があるので，毎時間の学習で「な

ぜ，○○のように思ったか？」・「ぜったいに○○なのか？」という視点で書く

活動を多く取り入れていく必要がある。

・ 算数科における言語活動を充実させる手立てが課題である。また，言語活動を

促す発問の工夫も今後研修を深める必要がある。
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９ 本研究にかかわる研修資料

資料１ 第５学年算数科学習指導案
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資料２ 第３学年算数科学習指導案
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資料３ 指導と評価の一体化

① 形成的評価方法の工夫

ア 重点評価規準の設定

算数科においては，題材全体を通して，４つの観点から総合的に評価してい

く考えが大切ではないだろうか。そのためには，それぞれ１単位時間で，４つ

の観点のうちの一つ，あるいは二つを重点評価事項として評価する必要がある。

授業における１単位時間の観点を絞り込んだ重点評価規準が明確にされること

によって，教師の指導も焦点化されると考える。

イ 形成的評価の位置づけ

授 診断的評価 学習前の子どものレディネ

業 スをととのえる。

前

形成的評価 ・子どもに応じて指導を行う。

授 相互評価 ・振り返りテストをする。

業 ・重点評価規準

中 ・ノートの活用

※コース別テスト

自己評価

診断的評価 ・学習後の目標達成状況をと

授 らえる。

業 ・次時への課題

後 ・ノートの活用

・単元テスト

② 自己評価の工夫

自己評価とは，子どもが自分自身の活動のすべてを振り返り，自分を反省・改

善したり，次への計画を立てたりするものである。学習前と学習後の自分を対比

して，子ども自身が自らの学習の過程，成果，新しい課題などを確認できるよさ

をもっている。

つまり，自分の学びを振り返り，高まった自分を知り，「わかる・できる」喜

びや楽しさを実感しながら，確かな学力を身に付けることができるのが自己評価

である。
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資料４ 「練り上げの場」（よりよい学び合いを通した）の位置づけ

① 「練り上げの場（よりよい学び合い）」の概念

子どもたちは学校や教室で，多くの友だちと場を共有しながら学習を行っている。

そこで，友だちと会話したり，共同で活動を行ったりしながら，多くの知識や技能

を身に付けていくことになる。そしてその過程において子どもたち同士の練り上げ

（学び合い）が成立していく。しかしながら現状はただ学習の場を共有するだけで，

本来の「練り上げ（学び合い）」がもつ多様な学習効果を十分に生かすことができ

ていない。そこで，学習の場で子どもたちの「練り上げ（学び合い）」を効果的で

意義あるものへと高めるために「よりよい練り上げ（よりよい学び合い）」の概念を

宮川小学校なりに次のようにとらえてはどうでしょうか。

「よりよい練り上げ（よりよい学び合い）」とは，まず，子どもたちが，自分

の考えをしっかりもちその考えを自分なりに表現する。次に，お互いの考えを理

解し合い，認め・尊重し合いながら交流（比較・検討等）する。そうする中で，

確かな知識を習得し，理解を深め，個々の思考を深化・拡大（共有化）していく

ことである。

② 「よりよい練り上げ（よりよい学び合い）」の基本過程

ア 自分なりの考えをもつ。 ・ 情報の収集

・ 既習既存の知識，経験の適用

「わたしは，○○だと思います」

イ 自分の考えを表現する。

・ 自分の考えの整理

・ 表現方法の工夫・選択

「自分の考えをみんなに分かってほしい。」

ウ 友だちの考えを理解する。

・ 友だちの考えの整理

・ 友だちの考えの理解

「○○さんは□□ということが言い

たいんだ。」

エ 自他の共通・相違を比較する。

・ 自他の考えの比較

「○○さんの考えとは～～の点で違ってい

る。でも～～のことについては同じだ。」

オ 自他の考えを検討する。

・ 自他の考えの根拠の検討

「私の考えでは，～～の点でうまく

説明できないが，○○さんの考えは

□□という点で分かりやすいなぁ。」

カ 自他の考えを共有化する。

・ 自他の考えの共有化形成

・ 集団による判断・意志決定

「それぞれの考えをまとめると○○に

なる。」「私の考えに○○さんの考えを

付け加えるともっといい考えになる。」
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資料５ 学習意欲をもたせ高めるための学習問題設定の工夫

① 授業が子ども主体の学習になれば，子どもたち自身が学ぶ喜びや楽しさを味わ

うことができると考える。そのためには，子ども自身が解決したい「問題意識」

を１単位時間の中でもたせなければならない。そこで，最初の問題「学習課題」

の受け止めが重要になる。授業の導入で出会った課題から，「なぜだろう？」「ど

うしたらいいのだろうか？」「もっと簡単に正確にできないかな～」などの問題

意識をもたせるようにする。その中から，学級全体で取り組むべきめあて（学習

問題）を設定していくことで，めあての解決に向けて子どもたちが意欲的に取り

組むことにつながると考える。

【自分なりの「問題意識」をもつためには？】

・これまでの学習と違う。 ・ ○○の時はどのようにしたらい

・これまでの方法が使えない。 のだろうか？

・何かきまりがありそう。 ・ どんなときでもこのきまりはつ

・答えは分かるけど簡単 かえるのだろうか？

にできないかな～。 ・ もっと簡単にする方法はないか？

② めあてを設定するための観点（例）

観 点 子どもがもつ問題意識 めあて（学習問題例）

① 課題を見て，既習内容 前に学習したことと，こ ○○の時は，どのように

と比較をもとに立てる。 こが違うなあ～。 すればよいのだろうか。

② 試行した結果，見出し こんなきまりがありそう みつけたきまりは，本当

た規則をもとに立てる。 だ。 にそうなのだろうか。

③ 既習内容を生かして， この考えでできると思っ ○○でできないときは，

試行したができなかった たけどできななあ～。 どうすればいいだろうか。

ことをもとに立てる。

④ 試行した結果，明確に みんな違うなあ～。はっ ○○がはっきりするに

できなかったことをもと きりしないなあ～。 は，どうすればいいだろう

に立てる。 か。

⑤ 簡単な解決方法を追求 出来たけど，もっと簡単 もっと簡単にするにはど

するために立てる。 にできないかなあ～。 うすればいいだろうか。

⑥ 対象を変えて，同じ活 今の学習で学んだこと ○○でやったら，どうな

動に取組たいという意識 を，他でもやってみたいな るのだろうか。

をもとに立てる。 あ～。


